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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

対
中
国
強
硬
策
で
も
違
い
徐
々
に

「
力
の
均
衡
」か「
力
の
優
位
」か

「
新
冷
戦
」巡
る
論
争
も
活
発
化

　

6
月
13
～
15
日
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
主
要
7
カ
国
首
脳
会

議
（
G
7
サ
ミ
ッ
ト
）
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
ガ
ザ
情
勢
に
続

く
3
番
目
の
安
全
保
障
の
課
題
と
し
て
、
中
国
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
目
下
の
懸
念
は
電
気
自
動
車
（
E
V
）
を
は
じ
め
と
す
る
過

剰
生
産
問
題
だ
が
、
米
国
内
で
は
11
月
の
大
統
領
選
を
見
据
え
、
新

た
な
対
中
強
硬
論
も
台
頭
し
て
い
る
。
中
国
に
対
し
て
軍
事
力
で
も

経
済
力
で
も
圧
倒
す
る
と
い
う
「
超
冷
戦
」
論
だ
。
ト
ラ
ン
プ
前
大

統
領
支
持
派
に
多
く
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
路
線
と
の
対
立
が
目
立
ち

始
め
て
い
る
。

中
国
へ
の
警
戒
論
続
々

　

サ
ミ
ッ
ト
初
日
の
13
日
夜
、
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
、
ゲ
ス
ト
と

し
て
招
か
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
会
談
し

た
。
そ
の
後
の
記
者
会
見
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
巡
っ
て
中
国
が

ロ
シ
ア
の
戦
争
に
加
担
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
質
問
に
つ
い

て
、
両
首
脳
は
こ
う
答
え
た
。

バイデン政権

定点
観測
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ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領「（
習
近
平
）国
家
主
席
と
電
話
で
話
し
た
。

彼
は
『
い
か
な
る
兵
器
も
ロ
シ
ア
に
売
る
こ
と
は
な
い
』
と
言
っ
て

い
た
。
彼
が
信
用
で
き
る
人
物
で
あ
れ
ば
、
売
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。
そ
う
約
束
し
た
」

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
「
中
国
は
兵
器
こ
そ
供
給
し
て
い
な
い
が
、
兵

器
を
製
造
す
る
能
力
と
技
術
を
提
供
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
す

る
こ
と
で
ロ
シ
ア
を
支
援
し
て
い
る
」

　

翌
14
日
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、中
国
問
題
が
議
論
の
焦
点
と
な
っ
た
。

米
政
府
高
官
に
よ
る
と
、
各
国
首
脳
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

た
と
い
う
。

「
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
習
主
席
の
野
望
が
、
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
中
国
の
覇
権
を
回
復
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
明

確
に
な
っ
て
い
る
。
経
済
的
・
技
術
的
優
位
を
確
立
し
よ
う
と
し

て
い
る
」

「
中
国
は
、
民
主
主
義
国
家
が
構
造
的
に
衰
退
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
よ
う
だ
。
習
主
席
は
戦
略
的
野
心
を
実
現
す
る
た
め
に
戦

術
的
リ
ス
ク
を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」

「
中
国
の
経
済
モ
デ
ル
は
、
国
家
主
導
に
よ
る
中
央
集
権
制
の
度

合
い
が
高
ま
っ
て
い
る
。
市
場
志
向
の
改
革
は
指
導
部
が
受
け
入

れ
た
く
な
い
。
政
府
補
助
金
や
非
関
税
障
壁
が
そ
れ
を
支
え
て
い

る
」

「
G
7
の
企
業
は
中
国
政
府
に
対
し
て
不
公
平
な
競
争
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
経
済
・
貿
易
面
で
の
わ
れ
わ
れ
の
代
償
は
深
刻
だ
。

G７サミットで談笑するバイデン米大統領＝2024年６月13日、米ホワイトハウスの
Flickrから
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サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
安
全
保
障
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
」

　

と
り
わ
け
、
首
脳
か
ら
言
及
が
あ
っ
た
の
が
、
習
政
権
が
掲
げ
る

「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
2
0
2
5（
中
国
製
造
2
0
2
5
）」だ
っ

た
と
い
う
。
2
0
1
5
年
に
発
表
さ
れ
た
産
業
政
策
で
、
次
世
代
情

報
技
術
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
な
ど
10
の
重
点
分
野
と
23
の
品
目
を
設

定
し
、
25
年
ま
で
に
「
世
界
の
製
造
強
国
」
入
り
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
「
自
主
ブ
ラ
ン
ド
の
市
場
占
有
率
」

を
70
%
、
次
世
代
通
信
規
格
「
5
G
」
の
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
設
備

で
は
世
界
市
場
で
40
%
な
ど
具
体
的
な
目
標
を
設
定
。
巨
額
の
政
府

補
助
金
は
こ
う
し
た
高
い
目
標
の
達
成
を
後
押
し
す
る
も
の
だ
。
中

国
と
技
術
覇
権
を
争
う
米
国
は
2
0
1
8
年
か
ら
始
ま
っ
た
米
中
貿

易
協
議
で
、
民
間
企
業
へ
の
政
府
補
助
な
ど
の
抜
本
的
見
直
し
を
要

求
し
た
が
、
中
国
は
応
じ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
、
首
脳
宣
言
で
は
、「
中
国
と
の
建
設

的
か
つ
安
定
的
な
関
係
を
求
め
、
相
違
を
管
理
す
る
た
め
の
関
与
の

重
要
性
を
認
識
す
る
」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
中
国
の
非
市
場
的
政

策
に
つ
い
て
懸
念
を
表
明
」
し
、「
競
争
条
件
を
公
平
に
し
、
継
続

的
な
損
害
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な
行
動
を
と
り
続
け

る
」
と
強
調
。
さ
ら
に
「
貿
易
と
投
資
を
不
当
に
制
限
す
る
こ
と
な

く
、
国
家
安
全
保
障
を
脅
か
す
可
能
性
の
あ
る
特
定
の
先
端
技
術
を

保
護
す
る
必
要
性
を
認
識
す
る
」
と
指
摘
し
た
。

・有害な過剰生産能力をもたらす中国の持続的な産業標的化と
・包括的な非市場的政策に懸念

・台湾海峡の平和と安定の維持が国際社会の安全と繁栄に不可欠

・東シナ海、南シナ海での力や威圧による一方的な現状変更の試みに強く反対

・ロシアの軍事機構を支援する中国や第三国の金融機関などに制裁

・ロシアがウクライナ侵略を停止し、即時に撤退するよう圧力をかけるよう中国に要求

・ロシアへの軍民両面で利用可能な物資の移転中止を求める

Ｇ７サミット首脳宣言の中国部分
(2024年６月14日発表、イタリア・プーリア州ファサーノ)

インド太平洋

ウクライナ
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「
産
業
戦
争
」
突
き
つ
け
た
米
欧

　

G
7
の
議
論
を
通
じ
て
明
確
に
な
っ
た
の
は
、
米
欧
の
中
国
に
対

す
る
「
挑
戦
」
だ
。
従
来
は
、
米
欧
が
構
築
し
て
き
た
既
存
の
秩
序

へ
の
中
国
に
よ
る
「
挑
戦
」
と
い
う
見
方
が
さ
れ
て
き
た
が
、
目
標

に
向
け
て
着
実
に
実
績
を
積
み
上
げ
る
中
国
の
独
自
の
手
法
に
対
し

て
、
G
7
が
結
束
し
て
対
抗
す
る
姿
勢
を
強
調
し
た
の
が
、
今
回
の

サ
ミ
ッ
ト
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
単
な
る
「
懸
念
」

や
「
非
難
」
で
は
な
く
、
中
国
の
経
済
政
策
と
外
交
姿
勢
に
対
す
る

「
反
撃
」
と
も
い
え
る
も
の
だ
。
そ
こ
に
は
、
米
国
の
意
向
が
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

欧
州
連
合
（
E
U
）
は
、
サ
ミ
ッ
ト
に
先
立
ち
、
B
Y
D
な
ど
の

中
国
の
電
気
自
動
車
（
E
V
）
に
対
す
る
関
税
を
17
％
か
ら
38
％
に

引
き
上
げ
た
。
欧
州
に
お
け
る
中
国
製
E
V
市
場
シ
ェ
ア
は

2
0
1
9
年
に
1
％
だ
っ
た
が
、
現
在
は
8
％
近
く
ま
で
拡
大
し
て

い
る
。
E
U
は
2
0
3
5
年
ま
で
に
欧
州
域
内
で
二
酸
化
炭
素
を
排

出
す
る
乗
用
車
と
小
型
商
用
車
の
販
売
を
禁
止
す
る
こ
と
を
決
め
て

い
る
。
今
回
の
E
U
の
狙
い
は
、
中
国
の
価
格
優
位
性
を
帳
消
し
に

し
、
国
内
産
業
を
保
護
す
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
動
き
は
米
国
と
連
動

し
て
い
る
。

　

対
中
貿
易
政
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
5
月
14
日
に

多
岐
に
わ
た
る
対
中
追
加
関
税
措
置
の
概
要
を
発
表
し
た
。
米
国
通

商
代
表
部
（
U
S
T
R
）
は
、
通
商
法
第
3
0
1
条
に
基
づ
く
対
中

関
税
措
置
に
つ
い
て
2
0
2
2
年
5
月
か
ら
見
直
し
を
行
っ
て
き

た
。
追
加
措
置
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
、

新
た
に
中
国
産
品
の
一
部
に
つ
い
て
関
税
を
引
き
上
げ
る
よ
う

U
S
T
R
に
指
示
し
た
。
総
額
は
1
8
0
億
㌦
（
米
国
の
年
間
対
中

輸
入
額
の
約
4
％
に
相
当
）
に
上
る
。

　

追
加
措
置
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
半

導
体
、
電
気
自
動
車
（
E
V
）、
バ
ッ
テ
リ
ー
・
重
要
鉱
物
、
太
陽

電
池
、
港
湾
用
ク
レ
ー
ン
、
医
療
関
連
品
だ
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は

記
者
会
見
で
、
追
加
関
税
は
「
多
額
の
補
助
金
を
通
じ
た
過
剰
な
生

産
、
強
制
的
な
技
術
移
転
、
知
的
財
産
窃
取
な
ど
の
中
国
の
不
公
正

な
貿
易
政
策
・
慣
行
か
ら
米
国
の
労
働
者
を
守
る
も
の
だ
」
と
述
べ

た
。
国
内
で
の
投
資
促
進
策
に
呼
応
す
る
戦
略
的
な
措
置
だ
と
強
調

し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
注
目
さ
れ
た
の
は
、
E
V
の
関
税
を
現
在
の
25
％
か
ら

2
0
2
4
年
中
に
1
0
0
％
ま
で
引
き
上
げ
る
と
し
た
こ
と
だ
ろ

う
。他
に
も
半
導
体
は
2
0
2
5
年
中
に
現
在
の
25
％
か
ら
50
％
に
、

太
陽
電
池
も
年
内
に
現
在
の
25
％
か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
時
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
医
療
関
連
品
の
内

製
化
を
進
め
る
た
め
に
も
、
注
射
器
・
注
射
針
、
人
工
呼
吸
器
・
高

性
能
マ
ス
ク
な
ど
現
行
で
は
非
関
税
の
も
の
も
含
め
て
25
％
～
50
％

に
引
き
上
げ
る
。
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主
戦
場
は
E
V
と
半
導
体

　

代
表
的
な
の
は
、
E
V
と
半
導
体
だ
。
E
V
は
中
国
が
先
行
し
た

分
野
で
、
2
0
2
2
年
か
ら
23
年
に
か
け
て
中
国
の
E
V
輸
出
は

70
％
増
加
し
た
。
米
欧
や
日
本
に
は
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
き
て
い
な
い

が
、
米
国
が
問
題
に
す
る
の
は
、
中
国
の
広
範
な
補
助
金
と
非
市
場

的
慣
行
が
重
大
な
過
剰
生
産
リ
ス
ク
を
も
た
ら
し
、
他
の
開
発
国
で

の
生
産
的
な
投
資
を
危
う
く
す
る
点
だ
。
1
0
0
％
と
い
う
法
外
な

関
税
も
「
不
当
な
価
格
の
中
国
輸
入
品
か
ら
投
資
と
雇
用
を
守
る
た

め
だ
」
と
強
調
す
る
。

　

ま
た
、
半
導
体
は
、
レ
ガ
シ
ー
半
導
体
分
野
で
の
市
場
シ
ェ
ア
拡

大
と
い
う
中
国
の
政
策
が
、
生
産
能
力
拡
大
を
も
た
ら
し
、
自
由
競

争
下
に
お
け
る
市
場
主
導
型
の
企
業
に
よ
る
投
資
を
排
除
す
る
リ
ス

ク
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
と
米
国
は
主
張
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
半
導
体
需
給
の
逼
迫
を
踏
ま
え
、
過
度

な
依
存
リ
ス
ク
か
ら
の
脱
却
も
課
題
と
な
っ
た
。
関
税
率
引
き
上
げ

は
、「
半
導
体
分
野
へ
の
国
内
投
資
の
持
続
可
能
性
を
促
進
す
る
た

め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
」
と
し
て
い
る
。

　

1
9
7
4
年
に
制
定
さ
れ
た
通
商
法
第
3
0
1
条
を
「
武
器
」
と

す
る
高
関
税
政
策
は
、
従
来
か
ら
米
国
の
政
府
が
採
用
し
て
き
た
手

法
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
と
り
わ
け
中
国
を
対
象
に
「
米
中
貿
易
戦

争
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
積
極
的
に
展
開
し
た
の
が
、
ト
ラ
ン
プ

前
政
権
だ
っ
た
。
膨
大
な
対
中
輸
入
製
品
に
対
し
2
0
1
8
年
か
ら

4
回
に
わ
た
り
追
加
関
税
措
置
を
実
施
。
米
中
合
意
を
踏
ま
え
て
関

税
引
き
下
げ
や
停
止
措
置
を
講
じ
た
が
、
高
関
税
が
維
持
さ
れ
た
製

品
は
多
く
、
バ
イ
デ
ン
政
権
も
こ
れ
を
引
き
継
い
だ
。

　

3
0
1
条
に
基
づ
く
措
置
は
、
発
動
か
ら
4
年
で
満
了
す
る
が
、

期
限
前
60
日
の
間
に
継
続
措
置
の
要
望
が
あ
れ
ば
追
加
関
税
が
維
持

さ
れ
る
。
U
S
T
R
は
2
0
2
2
年
9
月
に
継
続
要
請
を
受
理
し
、

高
関
税
政
策
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
追
加
関
税
措
置
は
、
こ

れ
に
先
立
つ
2
0
2
2
年
5
月
に
着
手
し
た
3
0
1
条
関
税
全
体
の

レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
関
税
政
策

は
「
ト
ラ
ン
プ
政
権
以
上
に
保
護
主
義
的
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

超
党
派
の
高
関
税
政
策

　

つ
ま
り
、
次
期
大
統
領
が
、
バ
イ
デ
ン
氏
で
あ
れ
ト
ラ
ン
プ
氏
で

あ
れ
、
中
国
か
ら
の
輸
入
品
に
高
関
税
を
か
け
て
内
需
を
拡
大
し
、

中
国
の
「
ゼ
ロ
サ
ム
貿
易
慣
行
」
に
対
抗
す
る
と
い
う
姿
勢
で
は
一

致
す
る
。
不
健
全
で
あ
っ
て
も
自
国
産
業
を
保
護
し
な
け
れ
ば
、
国

内
経
済
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
と
い
う
危
機
感
が
背
景
に
あ
る
。

　

安
価
で
購
入
で
き
る
製
品
に
高
い
関
税
を
課
せ
ば
、
そ
の
結
果
、

物
価
上
昇
を
も
た
ら
す
と
い
う
リ
ス
ク
が
つ
い
て
回
る
。
中
国
か
ら

の
輸
入
が
事
実
上
ほ
と
ん
ど
な
い
E
V
な
ど
の
新
規
分
野
で
は
、
こ

う
し
た
懸
念
は
必
ず
し
も
当
た
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、「
ト

ラ
ン
プ
関
税
」
後
の
物
価
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま

る
ま
で
下
が
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
上
昇
コ
ス
ト
を
輸
入
メ
ー
カ
ー
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が
吸
収
し
た
り
、
中
国
国
外
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
切
り
替
え
て
関
税

を
免
れ
た
り
し
た
結
果
だ
と
い
う
。

　

し
か
し
、
中
国
か
ら
米
国
に
出
荷
さ
れ
る
年
間
4
2
7
0
億
㌦
の

商
品
す
べ
て
に
60
％
の
関
税
を
か
け
る
と
い
う
ト
ラ
ン
プ
氏
の
計
画

が
実
行
に
移
さ
れ
れ
ば
、
影
響
は
間
違
い
な
く
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

米
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
研
究
所
は
、「
す
べ
て
の
商
品
に
60
％
の
関
税
」

が
仮
に
実
施
さ
れ
る
と
、
典
型
的
な
中
間
層
の
場
合
、「
年
間

1
7
0
0
㌦
（
約
26
万
円
）」
の
追
加
負
担
が
生
活
費
に
の
し
か
か

る
と
予
測
し
て
い
る
。
識
者
た
ち
は
、「
影
響
は
目
に
見
え
て
出
て

く
る
」
と
盛
ん
に
言
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
国
が
報
復
関
税
と
し
て
、
米
国
か
ら
の
農
産
物
に
高
関

税
を
か
け
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
中
国
外
務
省
の
林
建
報
道
官
は
、
米

欧
の
動
き
を
強
く
非
難
し
、
保
護
主
義
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
報
復

措
置
の
可
能
性
を
警
告
し
て
い
る
。
大
豆
や
豚
肉
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
が
、
こ
れ
ら
農
産
物
の
産
地
は
中
西
部
に
集
中
し
て
お
り
、
大
統

領
選
で
も
重
要
な
州
と
な
る
。
こ
う
し
た
農
作
物
が
行
き
場
を
失
え

ば
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
と
同
様
に
日
本
を
含
め
た
同
盟
国
な
ど
に

押
し
付
け
て
く
る
可
能
性
す
ら
あ
る
。
保
護
主
義
の
弊
害
は
い
た
る

と
こ
ろ
に
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
下
の
米
中
対
立

　

サ
ミ
ッ
ト
前
に
米
欧
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
中
国
に
対
す
る
制
裁

的
な
対
中
関
税
政
策
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
文
脈
で
も
重
要
だ
っ

2024年5月14日、米通商代表（USTR）発表。
引き上げ時期は半導体が2025年中、医療品の一部（ゴム手袋）は2026年中、他は2024年中。

米通商法301条に基づく対中関税措置
（税率と理由）
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・不公正な競争環境

・7.5％→25％
・中国の独占リスク

・25％→50％
・価格押し下げ

・0～7.5％→25～50％
・不当廉売

電気
自動車

半導体

鉄鋼・
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EV電池

太陽
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た
。
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
宣
言
で
は
、
中
国
を
名
指
し
し
た
上
で
、
ロ

シ
ア
の
軍
需
物
資
の
調
達
を
支
援
す
る
外
国
金
融
機
関
に
制
裁
対
象

を
広
げ
、
国
際
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
排
除
す
る
こ
と
で
一
致
し

た
こ
と
を
明
記
し
た
。
ま
た
、
中
国
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
防
衛
産
業
へ

の
支
援
が
戦
争
継
続
を
可
能
に
し
て
い
る
と
し
、
兵
器
を
含
め
た
軍

民
両
用
の
資
材
の
移
転
を
停
止
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

　

一
連
の
対
応
は
、
ロ
シ
ア
を
援
助
し
て
制
裁
を
逃
れ
て
い
る
と
さ

れ
る
中
国
企
業
を
標
的
と
し
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
サ
ミ
ッ
ト

前
に
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
、
ド
ロ
ー
ン
部
品
、
兵
器
部
品
を
ロ
シ
ア

に
供
給
し
て
い
る
と
し
て
、
中
国
企
業
数
社
に
制
裁
を
科
し
た
。
中

国
に
対
し
て
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
そ
の
姿
勢
を
再
考
す
る

よ
う
圧
力
を
強
め
る
た
め
の
も
の
だ
。
緊
急
性
を
強
調
す
る
と
と
も

に
、
欧
州
の
支
持
を
喚
起
し
、
中
国
を
さ
ら
に
孤
立
さ
せ
る
こ
と
を

意
図
し
て
い
る
。

　

E
V
や
半
導
体
を
は
じ
め
と
す
る
関
税
制
裁
政
策
に
関
す
る
G
7

の
協
調
的
な
取
り
組
み
は
、
経
済
的
に
も
外
交
的
に
も
中
国
に
対
抗

し
て
い
く
と
い
う
米
欧
の
断
固
と
し
た
戦
略
を
示
し
て
い
る
。
と
は

い
え
、
中
国
と
の
対
決
は
望
ま
ず
、
協
調
す
べ
き
は
協
調
す
る
と
い

う
基
本
線
は
崩
し
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
競
争
政
策
を
管
理
し
、
中

国
に
対
し
て
優
位
性
を
保
つ
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
問
題

は
、
中
国
は
簡
単
に
譲
歩
せ
ず
、
負
け
ま
い
と
踏
ん
張
っ
て
反
発
を

強
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
だ
。
こ
の
場
合
、
今
の
米
欧
の
政

策
が
維
持
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

「
ト
ラ
ン
プ
復
権
」
な
ら
「
新
冷
戦
」
が
熱
戦
に

　

米
国
内
で
は
、
関
税
制
裁
で
は
事
足
り
ず
、
よ
り
強
硬
な
対
中
政

策
を
訴
え
る
論
調
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ン
プ
前
政

権
で
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
を
務
め
た
ロ
バ
ー

ト
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
氏
は
、
直
近
の
米
外
交
誌
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ

ア
ー
ズ
で
「
中
国
が
米
国
の
経
済
力
と
軍
事
力
を
弱
体
化
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
米
国
は
冷
戦
時
代
に
ソ
連
経
済
の
弱
体
化
に
取
り

組
ん
だ
よ
う
に
、
中
国
に
対
し
て
仕
返
し
を
す
べ
き
だ
」
と
主
張
し

た
。
か
つ
て
の
ソ
連
の
よ
う
に
中
国
を
崩
壊
さ
せ
る
、
と
い
う
超
強

硬
路
線
だ
。

　

オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
氏
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
末
期
に
大
統
領
補
佐
官
を

務
め
、
米
国
に
敵
対
す
る
イ
ラ
ン
や
中
国
に
対
し
て
最
も
強
硬
な
姿

勢
を
示
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
現
在

も
ト
ラ
ン
プ
陣
営
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
は
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
復
権

す
れ
ば
、
有
力
ポ
ス
ト
に
就
く
可
能
性
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
オ
ブ

ラ
イ
エ
ン
氏
の
「
新
冷
戦
」
的
な
立
場
は
、「
新
冷
戦
」
を
中
国
と

と
も
に
否
定
し
、
競
争
下
の
「
共
存
」
を
目
指
す
バ
イ
デ
ン
氏
と
は

明
確
に
異
な
る
。

　

オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
氏
は
寄
稿
の
中
で
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
「
私
は
中
国

を
封
じ
込
め
た
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
中
国
が
う
ま
く
い
く
こ
と

は
、
我
々
全
員
に
と
っ
て
い
い
こ
と
だ
」
と
発
言
し
た
こ
と
を
と
ら

え
、「
た
わ
ご
と
だ
」
と
一
刀
両
断
に
し
、「
そ
れ
を
信
じ
る
こ
と
は
、
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中
国
が
真
の
敵
対
者
で
は
な
い
と
信
じ
る
こ
と
と
同
じ
だ
」
と
批
判

し
て
い
る
。
ま
た
、「
中
国
と
の
完
全
な
経
済
的
分
離
は
現
実
的
で

は
な
く
、
中
国
と
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
い
う
考
え
は
拒
否
す
る
」

と
の
イ
エ
レ
ン
財
務
長
官
の
発
言
に
も
反
論
し
、「
切
り
離
す
べ
き

だ
」
と
主
張
す
る
。

　

さ
ら
に
、
中
国
は
、「
電
気
自
動
車
、
太
陽
光
発
電
、
人
工
知
能
、

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
先
端
分
野
で
の
技
術
革
新
で
米
国

に
取
っ
て
代
わ
る
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
」
こ
と
を
目
標
に
し
、

「
莫
大
な
補
助
金
、
知
的
財
産
の
窃
盗
、
不
公
正
な
貿
易
慣
行
」
を

繰
り
広
げ
て
い
る
と
指
摘
。
と
く
に
自
動
車
産
業
で
は
、
B
Y
D
の

よ
う
な
国
家
的
企
業
に
補
助
金
を
つ
ぎ
込
み
、
韓
国
、
日
本
、
米
国
、

ド
イ
ツ
の
世
界
的
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
し
の
ご
う
と
し
て
い
る
、
と

警
戒
を
示
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、「
事
実
上
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
開
始
し
た
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
政
策
を
強
め
、
今
こ
そ
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
提
唱
し

て
い
る
よ
う
に
、
中
国
製
品
に
60
％
の
関
税
を
か
け
、
中
国
に
利
用

さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
技
術
に
つ
い
て
は
輸
出
規
制
を
強
化
し
、
さ

ら
に
圧
力
を
か
け
る
時
だ
」
と
述
べ
た
。
同
時
に
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
氏

は
米
国
が
指
摘
す
る
「
貿
易
の
障
壁
」
を
同
盟
国
に
対
し
て
撤
廃
す

る
よ
う
求
め
て
お
り
、「
米
国
第
一
」
の
ス
タ
ン
ス
を
明
確
に
し
て

い
る
。

ト
ラ
ン
プ
派
「
ア
ジ
ア
に
軍
事
力
集
中
を
」

　

も
う
一
つ
、
将
来
の
対
中
政
策
で
重
要
な
の
は
、
軍
事
政
策
だ
。

共
和
党
、
民
主
党
と
も
に
対
中
強
硬
的
な
ス
タ
ン
ス
を
と
る
の
は
、

こ
こ
で
も
同
じ
だ
が
、
や
は
り
そ
の
「
強
度
」
は
異
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
時
代
に
政
権
入
り
し
、
政
権
の
対
中

政
策
の
骨
格
を
築
い
て
き
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
た
ち
の
多
く
は
、
さ
ら

な
る
強
硬
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
に

国
防
総
省
で
戦
略
戦
力
開
発
担
当
の
国
防
次
官
補
代
理
を
務
め
た
エ

ル
ブ
リ
ッ
ジ
・
コ
ル
ビ
ー
氏
を
紹
介
し
た
い
。

　

コ
ル
ビ
ー
氏
は
、
共
和
党
の
フ
ォ
ー
ド
政
権
で
中
央
情
報
局

（
C
I
A
）
長
官
を
務
め
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ル
ビ
ー
氏
の
孫
で
、

中
国
を
「
戦
略
的
競
争
相
手
」
と
位
置
付
け
て
強
硬
路
線
へ
と
転
じ

る
契
機
と
な
っ
た
2
0
1
8
年
の
国
家
防
衛
戦
略
の
策
定
に
関
与
し

た
人
物
だ
。
今
年
4
月
に
台
湾
メ
デ
ィ
ア
「
台
湾
プ
ラ
ス
」
に
出
演

し
た
際
、
策
定
当
時
を
振
り
返
り
、「
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
眼
目
は
『
ア

メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
』
の
外
交
で
あ
り
、
そ
れ
が
正
し
い
や
り
方

だ
」
と
述
べ
た
。

　

コ
ル
ビ
ー
氏
は
昨
年
、
米
紙
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
へ
の
寄
稿
で

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
欧
州
の
同
盟
国
に
任
せ
、
米
国
は
ア
ジ
ア
で
の
最

大
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
中
国
に
集
中
す
べ
き
だ
」
と
提
起
し
て
注
目

さ
れ
た
。
欧
州
に
は
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
N
A
T
O
）
が
あ
り
、

英
国
や
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
米
国
の
戦
術
核
兵
器
も
欧
州
に
配
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備
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

ア
ジ
ア
で
の
軍
事
力
は
、

中
国
に
対
し
て
見
劣
り
す

る
面
も
あ
る
。
台
湾
が
中

国
の
手
に
落
ち
れ
ば
、
中

国
は
台
湾
を
超
え
て
イ
ン

ド
・
太
平
洋
全
域
に
覇
権

の
野
心
を
広
げ
る
だ
ろ

う
、
と
警
告
し
て
い
る
。

　

4
月
に
全
米
公
共
ラ
ジ

オ
（
N
P
R
）
に
出
演
し

た
際
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権

が
今
後
、
10
年
は
競
争
が

続
く
、
と
指
摘
し
て
い
る

点
に
つ
い
て
、「
バ
イ
デ

ン
政
権
の
対
中
政
策
は
、

こ
の
10
年
間
に
戦
争
が
起

き
な
い
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
が
、
情
報
機
関
に

よ
れ
ば
、
習
近
平
国
家
主

席
は
2
0
2
7
年
ま
で
に

台
湾
を
攻
撃
す
る
準
備
を

整
え
る
よ
う
中
国
軍
に
指

示
し
て
い
る
。
戦
争
が
起
こ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
を
想
定

し
て
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
、
唯
一
の
賢
明
な
や
り
方
だ
」
と
述
べ

た
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
中
国
に
つ
い
て
、
そ
の
産
業
政
策
や
貿

易
慣
行
に
つ
い
て
は
活
発
な
議
論
が
あ
っ
た
が
、
安
全
保
障
面
で
の

脅
威
は
サ
イ
バ
ー
な
ど
が
優
先
さ
れ
、
太
平
洋
で
活
発
化
す
る
軍
事

的
な
行
動
は
従
来
の
よ
う
な
「
懸
念
の
認
識
」
が
表
明
さ
れ
る
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
首
脳
宣
言
で
は
、
東
シ
ナ
海
と
南
シ
ナ
海
の
状
況

に
引
き
続
き
「
深
刻
な
懸
念
」
を
示
し
、
武
力
や
強
制
力
に
よ
る
現

状
変
更
の
試
み
に
強
く
反
対
す
る
と
表
明
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
船
舶
に
対

す
る
危
険
な
作
戦
行
動
に
も
「
深
刻
な
懸
念
」
を
表
明
し
た
。

　

イ
ン
ド
太
平
洋
の
状
況
に
つ
い
て
議
論
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
日
本

だ
っ
た
。
岸
田
文
雄
首
相
は
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
が
起
き
た
欧
州

の
現
状
は
、
あ
す
の
ア
ジ
ア
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

関
係
者
に
よ
る
と
、「
西
太
平
洋
で
実
際
に
紛
争
が
起
き
る
危
険
性

や
、
紛
争
が
起
き
た
場
合
の
対
応
な
ど
は
、
議
論
に
は
な
ら
な
か
っ

た
」
と
い
う
。
現
実
に
戦
火
を
交
え
て
い
る
欧
州
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問

題
に
か
か
り
っ
き
り
で
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
西
太
平
洋
で
の
紛
争
の

危
険
性
に
つ
い
て
は
二
の
次
の
感
が
強
い
。

バ
イ
デ
ン
氏
は
「
勢
力
均
衡
」
維
持

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
中
国
が
台
湾
に
軍
事
侵
攻
し
た
場
合
、
米

軍
が
軍
事
介
入
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
が
、
中
国
軍
に
対
し
て
圧
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倒
的
な
軍
事
的
優
位
性
を
取
り
戻
す
だ
け
の
余
裕
は
な
い
。
こ
う
し

た
ス
タ
ン
ス
は
、
中
国
と
の
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
（
勢
力
均

衡
）
を
前
提
と
し
た
も
の
だ
。
だ
が
、
コ
ル
ビ
ー
氏
の
主
張
は
、
軍

事
力
と
経
済
力
で
米
国
が
群
を
抜
く
ほ
ど
に
中
国
に
対
抗
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
れ
ば
、
コ
ル
ビ
ー
氏
も
ト
ラ
ン
プ

政
権
発
足
の
暁
に
は
要
職
に
就
く
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
有
力
者

の
一
人
だ
。

　

米
国
で
は
共
和
党
内
に
も
「
台
湾
の
た
め
に
中
国
と
戦
争
を
す
る

必
要
は
な
い
」
と
考
え
る
向
き
が
あ
る
。
ま
た
、
米
国
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
と
相
互
防
衛
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、
米
議
会
に
は
、
仮
に
南
シ

ナ
海
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
と
中
国
軍
の
小
競
り
合
い
が
起
き
た
場
合
で

も
、
大
規
模
に
軍
事
介
入
す
る
こ
と
に
は
慎
重
姿
勢
が
に
じ
む
。
コ

ル
ビ
ー
氏
は
こ
う
し
た
「
傍
観
論
」
を
修
正
す
る
た
め
に
も
、
台
湾

が
防
衛
力
を
強
化
す
る
必
要
性
を
訴
え
、
米
国
の
世
論
を
喚
起
す
べ

き
だ
と
指
摘
す
る
。

　

軍
事
的
な
対
中
強
硬
派
に
共
通
す
る
の
は
、
抑
止
力
と
同
時
に
対

処
力
を
強
化
す
る
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
実
戦
を
想

定
し
、
い
か
な
る
戦
術
で
中
国
軍
を
駆
逐
す
る
か
。
同
盟
国
と
の
連

携
し
た
軍
事
作
戦
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
間
に
ど
う
い
う
外
交
を
展

開
す
る
か
。
同
盟
国
や
友
好
国
と
の
連
携
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
や

北
朝
鮮
の
介
入
を
ど
う
阻
止
す
る
か
。
国
連
を
通
じ
て
国
際
社
会
を

ど
う
味
方
に
つ
け
る
か
。
こ
う
し
た
展
望
を
描
い
た
「
台
湾
有
事
」

の
戦
略
が
、「
ポ
ス
ト
・
バ
イ
デ
ン
」
の
共
和
党
戦
略
だ
と
い
わ
れ
る
。

　

一
方
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
、
緊
張
を
管
理
し
つ

つ
、
競
争
を
続
け
、
中
国
に
対
す
る
優
位
性
を
維
持
す
る
と
い
う
路

線
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
バ
イ
デ
ン
政
権
の
主
流
は
、
そ

う
し
た
状
況
を
維
持
す
る
に
は
、
な
ん
と
し
て
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

で
ロ
シ
ア
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
必
要
だ
、
と
考
え
て
い
る
。「
力
に

よ
る
現
状
変
更
」
が
結
局
は
利
益
を
損
な
う
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と

が
、
中
国
の
台
湾
へ
の
武
力
行
使
を
阻
止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

見
通
す
か
ら
だ
。「
バ
イ
デ
ン
流
」
と
「
ト
ラ
ン
プ
的
」
で
は
、
そ

の
手
法
が
異
な
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。


